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１

特記仕様書工事名称

（平成　　年　　月作成）Ⅰ工事概要

１工事場所

２建物概要

建物名称 構造

旧消防庁舎

●空気調和設備　○暖房設備　　　●冷房設備　　　　●換気設備

○排煙設備　　　●自動制御設備　○医療ガス設備　　●衛生器具設備

●給水設備　　　●排水設備　　　●給湯設備　　　　○消火設備

●ガス設備　　　●し尿浄化槽設備○医療ガス設備　　○

○　　　　　　　○　　　　　　　○　　　　　　　　○

Ⅱ工事仕様

１

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成１６年度版）

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成１６年度版）

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成１６年度版）

2)電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの

工事仕様書を適用する。

3)標準仕様書(機械設備工事編)のうち、次に揚げるものは適用しない。

第２編第４章関連工事のうち「標準仕様書(建築工事編)による」という記述の部分

第３編第１章第１節から同章第１２節、第４編第２章第１節から同章第４節、及び第５編第

１章第２節から同章第３節、及び第５節のうち、製造者の標準仕様と異なる部分。

4)改修工事標準仕様書(機械設備工事編)のうち、次に揚げるものは適用しない。

第２編第７章関連工事のうち「標準仕様書(建築工事編)による」という記述の部分

第３編第１章第１節、第４編第２章第１節、及び第５編第１章第１節については上記3)の標

準仕様書に関する事項を適用する。

２

章

電気保安技術者1

技能士の適用2

（ただし、当該工事において建設業法による管工事施工管理技士が十分な技術の

知識をもって技能者の作業指導を行う場合は技能士を置かないことができる。)

機材3

県グリーン購入基本指針」等により、環境負荷を配慮したものとする。

監督員事務所4

● 5

給水、その他

●官公署等への諸手続き、各種検査などの費用は請負者の負担とする。

工事完成引き渡しまでの工事に係わる本設電気の基本料金は本工事に

●含まれていない　○含まれている

●改修工事の場合は、施工箇所の調査を行うものとし、その方法・範囲は改修工6

事標準仕様書によるほか、別途指示する。

工事用仮設物等7

足場、さん橋類8

一

○改修標準仕様書第１編2.2.1によるほか下記による。

○内部仮設足場等（○　　種○　　種）

○外部仮設足場等（○　　種○　　種）

残土処分9

発生材の処理10

特別管理産業廃棄物　　　　○あり　●なし

再資源化を図るもの　　　　●あり　○なし

再生資源の利用11

般 12

引き渡し関係書13

類及び付属品

提出書類の様式14

VOC測定15

コンクリート工事16
２

スランプ（○１８　　以下　○　　　　　）cm

m3未満の場合は監督員の承諾を得て、配合計画書と強度試験成１回の打設量が１０

を省略することができる。績書の提出

共

（空調設備）

配管材料17

○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

○一般配管用ステンレス鋼管（蒸気還管に限る）

○

○油管

○

○冷温水管

通

○一般配管用ステンレス鋼管

○

○冷却水管

○配管用炭素鋼鋼管（白）

○水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA)

○

●冷媒管

○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

事

（衛生設備）

●給水管

(１)屋内（埋設部分を除く）

●水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　(SGP-VA)

○　　　〃　　　　　　　　　　　　　　(SGP-VB)

○水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA)

○　　　〃　　　　　　　　　　　　　　(SGP-PB)

○

項

○水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PD)

○水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管　　　(HIVP）

○

(３)直結部分

●排水管

(１)屋内汚水用排水管

●排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

○排水用タールエポキシ塗装鋼管

○硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

●硬質塩化ビニル耐火二層管

(２)屋内一般雑排水管

○配管用炭素鋼鋼管（白）

●排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

○排水用タールエポキシ塗装鋼管

●硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

●硬質塩化ビニル耐火二層管

(３)一般用排水通気管

●配管用炭素鋼鋼管（白）

○硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

●硬質塩化ビニル耐火二層管

(４)屋外排水管

○

●

○ステンレス鋼管

○被覆銅管

○保温付被覆銅管

●水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-HVA)

○

○消火管

○消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(VS)(地中配管用)

○

●ガス管

(１)都市ガスはガス事業者の規定によるもので設計図書に示すものを使用する。

(２)液化石油ガス

・屋内（地中埋設部分を除く）

高圧部分・

一 ・

○ガス用ポリエチレン管

保温18

区分施工箇所保温の種別

屋内露出（一般居室、廊下）

温水管

膨張管を含む(            )

○

管天井内、パイプシャフト内 ２

及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む） ２

○

（

屋外露出（バルコニー、開放廊下 ３

般

継湿箇所(厨房の天井内は含まない)

屋内露出（一般居室、廊下）

蒸気管

(低圧(0.1MPa未満)手

の蒸気)

機械室、書庫、倉庫、共同溝

及

天井内、パイプシャフト内 ２

及び空隙壁中

び ２

○

屋外露出（バルコニー、開放廊下

弁

共

屋内露出（一般居室、廊下）

冷水及び冷温水管

類 （膨張管を含む）

○

天井内、パイプシャフト内 １

を

床下、暗渠内（ピット内を含む） ２

○

含

を含む）及び浴室、厨房などの多

湿箇所(厨房の天井内は含まない)

む

冷媒管

通

○

）

天井内、パイプシャフト内 １

及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む） ２

○

屋外露出（バルコニー、開放廊下 ３

を含む）及び浴室、厨房などの多

湿箇所(厨房の天井内は含まない)

屋内露出

被覆銅管の化粧

○

屋外露出

(材質:　　　　　)

事 ３

冷水タンク ２

タ

機 ２

ン

熱交換器

ク ２

○

ヘ ２

器

ダ ２

蒸気ヘッダー

ー

一般居室、廊下 １

長方形ダクト
屋内露出

項

○

屋内隠ぺい、ダクトシャフト内

般

屋外露出（バルコニー、開放廊下
３

を含む）及び浴室、厨房などの多

ダ

一般居室、廊下
１

スパイラルダクト
屋内露出

ク

○

屋内隠ぺい、ダクトシャフト内

ト

屋外露出（バルコニー、開放廊下 ３

を含む）及び浴室、厨房などの多

()湿箇所厨房の天井内は含まない

サプライチャンバー消

○音

消音チャンバー内

消音エルボ張

排

煙

ダ

ク

ト

長方形

煙

道 １

○

※施工種別Ｂの材料（○原紙＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　●ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙）

給排水衛生設備工事の保温の種別

区分施工箇所保温の種別

給水管

○

給水管

○管

天井内、パイプシャフト内
２

及び空隙壁中

（

床下、暗渠内（ピット内を含む） ２

継●

屋外露出（バルコニー、開放廊下 ３

を含む）及び浴室、厨房などの多手

湿箇所(厨房の天井内は含まない)

及

排水及び通気管

び

○

弁 ２

及び空隙壁中一

類
３

の天井内は含まない)

を

給湯管

(膨張管を含む)含

機械室、書庫、倉庫

般

天井内、パイプシャフト内
２

及び空隙壁中

）

床下、暗渠内（ピット内を含む） ２

○

屋外露出（バルコニー、開放廊下 ３

を含む）及び浴室、厨房などの多

湿箇所(厨房の天井内は含まない)

共
２

○機

貯湯タンク－ ２

○

排気筒器

○

※施工種別ｂの材料（○原紙＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　●ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙）

○土中の埋設の排水用鋼管類はＪＩＳＺ１９０１（防食用ビニールテープ）通

防食19

（○行う　○行わない）

○

●（１）神奈川県総務部建築設備課編「建築設備の耐震に関する施工標準」を適

耐震処置20

●（２）設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽、その他の貯

槽にあっては有効重量）に、次に示す地域係数及び設計用標準震度を

乗じたものとする。

事

設計用標準震度（水平）

最上階、屋上及び塔屋

２．０

設計用垂直地震力は、設計用水平地震力に１／２を乗じたものとする。

・地域係数１．０

●（３）配管の耐震支持は、口径にかかわらず、すべて行う。項

電動機21

合成樹脂製可22

とう電線管

○ＰＦ管配線の場合、コンクリートに埋設する位置ボックス類は金属製とする。

プルボックス23

は原則として両引きスライド式とする。

○隠ぺい部に設けるプルボックスの蓋のとめねじは、原則として蝶ねじとする。

○接地が必要なプルボックスには接地端子座を設ける。

はつり24

ドカッターによる。

配管識別表示25

配管別に色別塗装を（○行う　●行わない）

総合調整費26

医療ガス27

設備工事

ダクト1

（○共通仕様書の適用範囲内でコーナーボルト工法

(○共板フランジ工法　○スライドオンフランジ工法)○

○アングル工法）

○高圧１ダクト　○高圧２ダクト空

風量測定口2

○外気取入れダクト　○空調機出口チャンバの分岐ダクト）気

チャンバ3

○（２）空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバ、レタンチャン調

バ及びダクト系で消音内張りしたチャンバには点検口を設ける。

○（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバ及びホッパーは雨水の滞和

留する恐れがある場合は、呼び径２０の排水管を取り付け、屋外又は間

接排水口に導く。・

防煙ダンパ4

ピストンダンパ暖

弁類6

○（２）機器に附属する弁類はＪＩＳ規格品でなくとも良い。房

（３）冷却水用弁類（○ライニングあり　○ライニングなし）

7・

囲いの材質

8冷

も良い。

○冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）房

○直だき吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

○ボイラの温水管（返り）・

○空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）

○熱交換器の温水器（送り、返り）換

○冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各返り管

○空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバ、レタンダクト、気

外気取入れダクト及びレタンチャンバ

○温風暖房機の吐出ダクト、レタンダクト、外気取入ダクト及びレタンチャンバ設

9

○冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）備

○空気調和機の冷温水管（送り、返り）

○直だき吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

○熱交換器の温水器（送り、返り）

冷媒10

絶縁フランジ11

○

1自

動

制

御

設

備

ダクト○

排煙口の形式排

○壁取付（○スリット形　○　　　　）煙

排煙口開放装置設

排煙風量測定備

量の検査方法に準ずる。

● 1

給 2

水

設

備 3

●水道法適用以外の給水装置の構造及び材質は、平成14年厚生労働省令第138号適合品とす

る。

管錆防食継手4

● 1

排

水

設

備

● 1

給

湯 2

設

備 3

の材質

○ 1

○易操作性１号消火栓消

屋内２号火

消火栓箱設

消火栓開閉弁備
２

屋外消火栓4

ホース格納箱

● 1

ガ 2

ス

設

備

配管材料1

●

し

尿

浄

化

槽

設

備 2

（●合成樹脂製バルブ　○　　　　　　）とする。

山止め3

ビニル配管の施1

工について

●

2 他工事との取合

衛工事内訳

そ 調

・●設備用スリーブ、仮枠（ダクト類、便器、盤類、消火栓等）

●●設備用スリーブ及び仮枠部分の補強鉄筋

の ○埋込分電盤、プルボックス等の開口部の型枠

〟補強鉄筋及び取付○・

○埋込照明器具等取付箇所の天井切込・下地枠加工・補強

・○パネル式間仕切り壁部分の位置ボックス及びその取付

他 ○変圧器、発電機等の基礎

○○配電盤、制御盤等の基礎（屋内）

〟○

○○雑排水槽及び汚水槽の本体及びマンホール

●●屋内（屋上を除く）及び屋外の設備用機器基礎

●●屋上の設備用各種基礎

・○変電室入口扉に取り付ける危険表示

・○自動火災報知器の受信所板

・○別工事の制御盤、機器等への電源供給(接地を含む)

●●ＤＳ、ＰＳ、ＥＰＳの点検用扉及び換気ガラリ

●○配管、配線用ピット及びピットの蓋

●●設備用天井点検口

・●空調等の吹出口類取付箇所の天井及び壁切込み、下地補強

●●雨水竪樋及び第１桝

●既製のステンレス流し類及びトラップ

○○浴槽及びガス釜

●●外壁に取付けるガラリ類

・○ガスボンベ固定装置

・○浄化槽の制御盤及び二次側配管配線

・○衛生用動力制御盤及び二次側配管配線

・○空調用動力制御盤及び二次側配管配線

・○空調用自動制御盤及び二次側配管配線

・○天井吊りファンコイルユニット・ルームクーラー等と操作スイッ

チの配管配線

・○中央式ガス漏れ警報装置

・○防火扉及び防火シャッターの連動操作盤

・○防火扉及び二次側配管配線及び煙感知器

・○防火扉用レリーズ

○○防火シャッターの開閉装置

○○同上の二次側配管・配線(調整を含む)

○○自然排煙用の給気口及び手動開閉装置

○○機械排煙口の給気口

・○衛生用水槽類の電極棒及び配管・配線（調整は衛生担当が立会い

のうえ行う。）

・○水中ポンプ類のポンプから制御盤までのケーブル（フロート用を

・含む。）

・○防排煙用の連動操作盤及び二次側配管・配線

・○煙感知器から制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

・○換気扇

・○屋外地下タンク類のコンクリート躯体

・○ｼｬｯﾀｰ、ｵｰﾄﾊﾞｽ及び同制御盤、二次側配管・配線

・○ユニットバス用の給水・給湯・排気・換気・電源等の接続

・○都市ガス緊急遮断弁の操作盤

・○同上の操作盤から中央監視盤までの配管・配線

・●消火栓と自動火災報知器共用の機器収容箱の箱体

・○エレベーター機械室の換気設備

・○本設エレベーターを工事用に仮使用する場合の乗り場、かごの養

生

・○同上の昇降装置のオーバーホール

室内空気汚染対3

策

●保温工事に用いる保温材は、隠蔽部はホルムアルデヒド発散等級F☆☆☆（JIS）以上、

屋内露出部はF☆☆☆☆とする。

階数（地下・塔屋） 延面積（㎡) 消防令別表第１ 備考

RC 地上3階

共通仕様 1)現場説明書、図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、次の仕様書を適用する。

特記仕様 章は●印の付いたもの、特記事項は●印の付いたものを適用する。

項目 特記事項

工事用電力、

○本工事で設置する。

工事写真

○水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-HVA)

●断熱材被覆銅管

(２)屋外埋設

電気保安技術者を工事現場に　○おく　●おかなくてよい

○適用する（○配管施工　○熱絶縁施工　○冷凍空気調和施工）

●本工事に使用する機材は、設計図書で規定されている仕様を満足し、「神奈川

●別途工事にて設ける　○設ける　○設けない

●本工事に要する工事用電力、給水等の費用は、完成引き渡しまで基本料金を含

め請負者の負担とする。

　施工調査

構内に設けることが　●できる　○できない

●別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

●構内敷きならし　●構外搬出処理、処分（現場説明書による）

引き渡しを要するもの　　　○あり　●なし

再生資源の利用を行うもの　●あり　○なし

●別途指示する。

●別途指示する。

●別途指示する。

○本工事にて行う（箇所）　●別途工事にて行う

設計基準強度（○１８　　　○２１　　　）N/mm N/mm
２

○蒸気管 ○配管用炭素鋼鋼管（黒）

○配管用炭素鋼鋼管（黒）

○配管用炭素鋼鋼管（白）

○水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA)

○銅管

●水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　(SGP-VD)

○水道事業管理者が承認するもの。

●給湯管

地中埋設部分

を含む）及び浴室、厨房などの多

湿箇所(厨房の天井内は含まない)

機械室、書庫、倉庫、共同溝

○ｅ (ロ)Ⅴ

一

●硬質塩化ビニル管（●ＶＰ　○ＶＵ）

○銅管

○配管用炭素鋼鋼管（白）

○配管用炭素鋼鋼管（白）

○圧力配管用炭素鋼鋼管

○ポリエチレン被覆鋼管

空気調和設備工事の保温の種別

○Ｂ(ロ)Ⅰ

機械室、書庫、倉庫、共同溝 ○Ｂ(ロ)Ⅰ

○

○Ｃ (ロ)Ⅰ

○Ｄ (ロ)Ⅰ

○Ｅ (ロ)Ⅰ

○

○Ｂ(ロ)Ⅱ

○Ｂ(ロ)Ⅱ

○

床下、暗渠内（ピット内を含む）

を含む）及び浴室、厨房などの多

機械室、書庫、倉庫、共同溝

及び空隙壁中

屋外露出（バルコニー、開放廊下

屋内露出（一般居室、廊下）

○

○Ｃ (ロ)Ⅱ

○

○Ｄ (ロ)Ⅱ

○Ｅ (ロ)Ⅱ

○

○Ｂ(ロ)Ⅲ

○Ｂ(ロ)Ⅲ

○

○Ｃ (ロ)Ⅲ

○

○Ｄ (ロ)Ⅲ

○Ｅ (ロ)Ⅲ

○

○Ｂ(ロ)Ⅳ

○

○Ｂ(ロ)Ⅳ

○Ｃ (ロ)Ⅳ

○

○Ｄ (ロ)Ⅳ

○Ｅ (ロ)Ⅳ

○

○化粧ケース

(材質:　　　　　)

○化粧ケース

温水タンク

冷温水タンク－

還水タンク－

膨張タンク－

○Ｆ (ロ)Ⅶ

○

○Ｇ (ロ)Ⅶ

○

○Ｇ (ロ)Ⅵ

冷水ヘッダー

温水ヘッダー

ッ 冷温水ﾍｯﾀﾞｰ

－ ○Ｆ (ロ)Ⅶ

○

－ ○Ｇ (ロ)Ⅶ

○

○

○

湿箇所(厨房の天井内は含まない)

機械室

○

○Ｊ (ロ)Ⅸ

○Ｉ(ロ)Ⅸ

○Ｋ (ロ)Ⅸ

○

機械室 ○Ｉ(ロ)Ⅸ

○Ｎ(ロ)Ⅸ

○

○Ｎ(ロ)Ⅸ

○Ｏ (ロ)Ⅸ

○Ｐ (ロ)Ⅸ

○

長方形

○

円形

○Ｍ(ロ)Ⅶ

○Ｌ(ロ)Ⅵ

○

○Ｉ(イ)Ⅸ

○Ｈ (イ)Ⅷ

○

円形 ○Ｈ (イ)Ⅷ

屋内隠ぺい 屋内隠ぺい

屋内隠ぺい

屋内露出（一般居室、廊下） ●ｂ(ロ)Ⅴ

３

３

１

○

機械室、書庫、倉庫 ●ｂ(ロ)Ⅴ

●ｃ (ロ)Ⅴ

○

●ｄ (ロ)Ⅴ

●ｅ (ハ)Ⅴ

○

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内

浴室、厨房などの多湿箇所(厨房

○

屋内露出（一般居室、廊下） ○ｂ(ロ)Ⅰ

○

○ｅ (ハ)Ⅴ

●ｃ (ロ)Ⅴ

○

○ｂ(ロ)Ⅴ

○

○ｂ(ロ)Ⅴ

○ｂ(ロ)Ⅰ

●ｃ (ロ)Ⅰ

○

○ｄ (ロ)Ⅰ

●ｅ (ロ)Ⅰ

○

○ｇ (ロ)Ⅶ

隠ぺい箇所 ○ｈ(イ)Ⅶ

鋼板製のタンク－ ○ｆ (ロ)Ⅵ

用する。

●電動機の保護規格は、製造者規格による標準品としてよい。

○合成樹脂製可とう電線管はＰＦ管（一重管）とし、口径は原則として２２以下

とする。

○隠ぺい部に設けるプルボックスの蓋で、一辺の長さが８００ｍｍを超えるもの

●既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の孔明けは、原則としてダイヤモン

配管の文字標識を（●行う　○行わない）

（○機器　○配管　○ダクト）の総合調整を行う。

○医療ガス設備工事については、厚生労働省健康局国立病院部監修「機械設備工

事共通仕様書」による。

○低圧ダクト

取付け箇所は（○図示した位置　○送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

○（１）内張りを施すチャンバの表示寸法は外法を示す。

○遠隔復帰式　○手動復帰式

○遠隔復帰式　○手動復帰式

○（１）給気用は玉形弁とする。

排気フード及び

温度計

○ＳＵＳ製とする。

取付部は下記による。なお温度計は円形指示計（バイメタル式１００　）として

圧力計 取付部は下記による。

冷凍機の冷媒は（○Ｒ－１３４ａ　○Ｒ－４１０ａ　○　　　　）とする。

○図示の箇所に設置する。

による厚さ０．４ｍｍのものを１／２重ね１回巻きを

２階床以上 地階及び１階

１．５ １．５

φ

1

2

3

4

○空調設備　○衛生設備　○電気設備監視制御対象

○亜鉛鉄板　○普通鋼板（厚１．６ｍｍ）　○

○天井取付（○スリット形　○スイング形）

○手動　○手動及び遠隔操作可能なもの。

○建築設備定期検査業務指導書（財団法人日本建築設備安全センター）の排煙風

水栓

弁類

（１）５０Ａ以下はコア内蔵形とする。

（２）６５Ａ以上はライニング形とする。

給水装置用材料

○節水コマ●普通コマ

●鋼鉄製ストレーナ、仕切弁及び逆止弁

●給水装置用材料は水道事業管理者の承認するもの。

●形式はコア内蔵形とする。

流し等の排水管

2

（２）満水試験は　　○行う　　●行わない

（３）衛生器具などの取付け完了後に行う試験は通水試験とする。

●既製流し等の床上露出部分は硬質塩化ビニル管（ＶＰ）でもよい。

試験等 （１）満水試験継手　○設ける　●設けない

給湯ボイラー

の防食

貯湯タンク

の防食

貯湯タンク

○外部電源電気防食方式

○外部電源電気防食方式　　○流電陽極防食方式

○ステンレスクラッド鋼板　○ステンレス鋼板

屋内消火栓箱

2

3

○ＨＢ－１Ａ　○ＨＢ－１Ｂ　○ＨＢ－１ＡＴ　○ＨＢ－１ＢＴ

○ＨＢ－４Ａ　○ＨＢ－４Ｂ

○１０ｋｇｆ／ｃｍ、必要に応じ圧力調整弁のものを使用する。

○鋼板製　●ＳＵＳ製

使用ガス

試験

○都市ガス（○１３Ａ　○６Ｂ）○液化石油ガス（○専用　○兼用）

●液化石油ガスの気密試験保持時間は最少２４分とする。

○

●ステンレス鋼管（○槽外　●槽内）

（２）送気管

○耐熱性硬質塩化ビニル管（○槽外　○槽内）

○

ただし、機械室内は（○配管用炭素鋼鋼管（白）　○　　　　　)

とする。

弁類

（１）汚水管、揚泥管、消泡管、散気管

機械室内の送気管に取付ける仕切弁、玉形弁、逆止弁はＪＩＳ形とし他は

山止め壁　●要　○不要

　●硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

○配管用炭素鋼鋼管（槽外）

ビニル配管の施工は、管の温度変化による伸縮を考慮して行い、伸縮時に配管の各部に過

大な応力がかからないように、かつ配管の勾配が狂わないように行う。

下表による。

生

電 建

築気

空

●居室内の露出配管類、盤、機器等の塗装及び接着剤は、ホルマリン不検出のもので、水

性形とし、含有する有機溶剤が少ないものとする。

● ●●

（屋外）

○

・ ・・

・ ・○

・ ○・

・ ○・

・ ○・

・ ○・

・ ・・

・ ○・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ○・

・ ○・

・ ○・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

○ ○・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

○ ・・

○ ・・

○ ・・

・ ・○

・ ・○

・ ・○

○・

○・

○・

○・

・・

・・

・・

・・

○・

・ ・・

・ ・・

・ ○・

・ ・○

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・

○

○

○

●

・

・

・

・

・

・

・

・

・

愛川町　　角田　　地内

○

む ○

798.09m2

平成１８年度　庁舎分館（旧消防庁舎）耐震補強・改修工事（機械設備）

平成１８年度庁舎分館（旧消防庁舎）耐震補強・改修工事（機械設備）

●保温材・各材料については、ノンアスベストを使用する事。

別紙：既存設備図面



号

神 谷 達 也

一 級 建 築 士 登 タ 第 ２ ９ ７ ２ ６ ０

平成１８年度庁舎分館（旧消防庁舎）耐震補強・改修工事（機械設備）

機器表（新設）

記号 名称 仕様 設置場所 備考

注）　　　全熱交換機１次側には（給気・排気）ＧＷ２５保温を施す。

　　　空調機の冷媒は新冷媒（Ｒ４１０Ａ）とする。

　　　５号給湯機用換気扇は給湯機と連動運転とする。（制御は電気工事）

１階会議室ー２

合　計

３ １００型

凡　例

記号 備考名称

冷　　　媒　　　管

ド　　レ　　ン　　管

冷媒用被覆銅管（メーカー標準品）

屋　外：硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

天井内：硬質塩化ビニル耐火二層管（ＶＰ）

ＶＤ

数　量

屋　　外 コンクリート基礎（建築工事）

Ｆ－１

倉庫１・倉庫２３

Ｆ－２

排風機

低騒音プラスチックボディー　　　１５０φ×　２００Ｍ３／Ｈ×８０Ｐａ×３９Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

倉庫５

ストレートシロッコファン　　天井吊消音形耐湿タイプ　　２００φ×４００Ｍ３／Ｈ×８６Ｐａ×８６Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

排風機

１

全熱交換機ＨＥＸ－１ 天井埋込ファン内蔵型　　２５０φ×２００Ｍ３／Ｈ（２４時間）８００ｍ３／Ｈ（通常）×１５０Ｐａ×　４６０Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

メーカー標準消音吹出・吸込口　　パイプフード（ＳＵＳ）深型×２　　コントロールスイッチ共　　他一式　　（１００型）

全熱交換機

全熱交換機

全熱交換機

空調用屋外機ＯＡＣ－１

空調室内機ＡＣ－１－１

空調室内機ＡＣ－１－２

空調用屋外機ＯＡＣ－２

空調室内機ＡＣ－２－１

ビル用マルチヒートポンプエアコン　　冷房能力：６８．０ＫＷ　　暖房能力：７６．５ＫＷ　　消費電力（冷房）２０．２ＫＷ　（暖房）１９．９ＫＷ

圧縮電動：（１．６＋４．５）＋（１．１＋４．５＋４．５）ＫＷ　　電源：３φ２００Ｖ　　防振架台共

マルチヒートポンプエアコン　　天井埋込カセット４方向吹出形　　冷房能力：７．１ＫＷ　　暖房能力：８．０ＫＷ　　消費電力：（冷房）６６Ｗ　（暖房）５３ＫＷ　　１φ２００Ｖ

ロングライフフィルター・ドレンアップ標準装備．コントロールスイッチ共

スパイラルダクト 亜鉛鉄板　丸ダクト

（Ｋ＝１．５Ｇ）

ＨＥＸ－２

ＨＥＸ－３

ＨＥＸ－４

ヒートポンプエアコン　　天井埋込カセット４方向吹出形　　冷房能力：５．０ＫＷ　　暖房能力：５．６ＫＷ　　消費電力：（冷房）１．１１Ｗ　（暖房）２．１ＫＷ　　

ロングライフフィルター・ドレンアップ標準装備．コントロールスイッチ１組共（内機同時運転）

店舗用ヒートポンプエアコン　　冷房能力：５．０ＫＷ　　暖房能力：５．６ＫＷ　　消費電力（冷房）１．１１ＫＷ　（暖房）２．１０ＫＷ

圧縮電動：１．２ＫＷ　　電源：３φ２００Ｖ　　防振架台共

マルチヒートポンプエアコン　　天井埋込カセット４方向吹出形　　冷房能力：５．６ＫＷ　　暖房能力：６．３ＫＷ　　消費電力：（冷房）５２Ｗ　（暖房）３８ＫＷ　　１φ２００Ｖ

ロングライフフィルター・ドレンアップ標準装備．コントロールスイッチ共

４

６

屋　　外 コンクリート基礎（建築工事）

（Ｋ＝１．５Ｇ）

１

１

２

１

１

２

１

１階会議室ー１

１階会議室ー３

１階会議室ー２

２階事務室

天井埋込ファン内蔵型　　２５０φ×１５０Ｍ３／Ｈ（２４時間）６００ｍ３／Ｈ（通常）×１５０Ｐａ×　３７５Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

メーカー標準消音吹出・吸込口　　パイプフード（ＳＵＳ）深型×２　　コントロールスイッチ共　　他一式　　（８０型）

天井埋込ファン内蔵型　　２００φ×１００Ｍ３／Ｈ（２４時間）４００ｍ３／Ｈ（通常）×１５０Ｐａ×　３５０Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

メーカー標準消音吹出・吸込口　　パイプフード（ＳＵＳ）深型×２　　コントロールスイッチ共　　他一式　　（６５型）

天井埋込ファン内蔵型　　１５０φ×５０Ｍ３／Ｈ（２４時間）１００ｍ３／Ｈ（通常）×１５０Ｐａ×　１１５Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

メーカー標準消音吹出・吸込口　　パイプフード（ＳＵＳ）深型×２　　コントロールスイッチ共　　他一式　　（１００型）

１階会議室ー３ ８０型

１階会議室ー１ ６５型

２階事務室 ２５型

天井扇Ｆ－３

パイプフード（ＳＵＳ）深型　　他一式　

ストレートシロッコファン　　天井吊消音形耐湿タイプ　　１５０φ×３００Ｍ３／Ｈ×７０Ｐａ×８６Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

パイプフード（ＳＵＳ）深型　　他一式　

パイプフード（ＳＵＳ）深型　　他一式　

Ｆ－４ 天井扇 低騒音プラスチックボディー　　　１５０φ×　１００Ｍ３／Ｈ×８０Ｐａ×２１Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

パイプフード（ＳＵＳ）深型　　他一式　

Ｆ－５ レンジフィード 標準タイプ深形　　　１５０φ×　２５０Ｍ３／Ｈ×１６０Ｐａ×７７Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

パイプフード（ＳＵＳ）深型　　他一式　

Ｆ－６ 天井扇 低騒音鋼板ボディー　　　１５０φ×　４５０Ｍ３／Ｈ×１６０Ｐａ×９５Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

パイプフード（ＳＵＳ）深型　　他一式　（５号給湯機連動）

１階男子・女子便所

２階男子便所

１ １階身障者用便所

１ ２階女子便所

２ １．２階湯沸し室

２ １．２階湯沸し室

ＨＥＸ 全熱交換機用集中リモコン

ＡＣ 空調用集中リモコン ＯＮ－ＯＦＦコントローラー　　　　１６部屋対応　　　１φ１００Ｖ

ＯＮ－ＯＦＦコントローラー　　　　１６部屋対応　　　１φ１００Ｖ

１

１ ２階事務室

２階事務室

吸　い　込　み　口 メーカー標準品

吹　き　出　し　口　 メーカー標準品

空調用制御連絡線 ＥＥＣ１２．５ロ×３Ｃ

空調用制御連絡線 ＥＥＣ１２．５ロ×２Ｃ

パ　イ　プ　フ　ー　ド ＳＵＳ製深型

塩ビ桝（浸透）：樹脂蓋・防護蓋（Ｔ－６）ド　レ　ー　ン　桝

Ｆ－７ 有圧扇 ２５型　　風圧シャッター式　２５０φ×　６４２Ｍ３／Ｈ×１８Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

取り付け枠・ＳＵＳ製ウェザーカバー・他一式

Ｆ－８ 有圧扇 ２５型　　連動式シャッター（引きひも付き）　２５０φ×　６６０Ｍ３／Ｈ×１６Ｗ（１φ１００Ｖ）　　

取り付け枠・ＳＵＳ製ウェザーカバー・他一式

倉庫４・休憩室

３階物置

Ｍ

１０

図 縮 製

変

日面 名 称 尺 作

更

年 月

設 製計 図承 認 設計グループ長備 考

機　械

空調・換気機器表

新設凡例

Ｄ

Ｒ

４



系　統　図（空　調）

ＯＡＣ－２

ＯＡＣ－１

ＡＣ－１－１ＡＣ－１－１ＡＣ－１－１

ＨＥＸ－２ＨＥＸ－２

ＡＣ－１－２

ＨＥＸ－１

ＡＣ－１－１

ＨＥＸ－３

ＡＣ－１－２ＡＣ－１－２ＡＣ－１－２ＡＣ－１－２ＡＣ－１－２

ＨＥＸ－１ＨＥＸ－１

ＨＥＸ－４

ＡＣ－２－１

３００ Ｇ　Ｌ

増築便所会議室３湯沸し室・休憩コーナー会議室２会議室１

倉　庫　４事　務　室倉　庫　５倉　庫　２倉　庫　１

物　　置

２５ ２５２５２５ ２５２５２５ ２５

２５
４０

４０

４０ ４０ ５０
４０ ４０ ５０

４０ ５０

５０

５０ ５０

４０

２５

便　　所

Ｒ

Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

ＲＲＲＲＲ

１ＦＬ

３ＦＬ

２ＦＬ

５
．
０
０
０

３
．
６
０
０

３
．
６
０
０

ＲＦＬ

配管寸法表

記号

１５．９／２８．６

寸法

１２．７／２８．６

１２．７／２５．４

　９．５／２２．２

　９．５／１５．９

　６．４／１２．７

１

２

３

４

５

６

３４

１

１２２４５５

５ ６６６６６６ ５

５５

５５

５５

５

５５

５

図 縮 製

変

日面 名 称 尺 作

更

年 月

設 製計 図承 認 設計グループ長備 考

機　械

系統図（空調）
一 号級 建 築 士 登 タ 第 ２ ９ ７ ２ ６ ０

神 谷 達 也

Ｍ

１１

平成１８年度庁舎分館（旧消防庁舎）耐震補強・改修工事（機械設備）



会議室１

会議室２

会議室３

±０

倉庫１

倉庫２

倉庫３

湯沸室

廊　下ホール

物　入

みんなの

トイレ

男子便所

女子便所

前　室

ＥＰＳ

休憩コーナー

１階平面詳細図（空調）　１：５０

既存再利用室

２８００ １８００ ２５００ ２９００ ９０００

１９０００

９
０
０
０

８
５
５
０

１
７
５
５
０

１
０
０
０

Ｙ１

Ｙ

Ｙ３

２

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ１ ２ ３ ４

４８８５

４６２５

２Ａ

２６０

Ｘ ５ １Ａ

日
Ｍ

１２

図 縮 製

変

面 名 称 尺 作

更

年 月

設 製計 図承 認 設計グループ長備 考

機　械

１：５０
１階平面詳細図（空調）

号

神 谷 達 也

一 級 建 築 士 登 タ 第 ２ ９ ７ ２ ６ ０

平成１８年度庁舎分館（旧消防庁舎）耐震補強・改修工事（機械設備）

Ｆ－５

ＨＥＸ－２

Ｆ－６

Ｆ－１

Ｆ－３

Ｆ－１

ＨＥＸ－２

ＨＥＸ－１ＨＥＸ－１ＨＥＸ－１

ＨＥＸ－３

ＯＡＣ－１

ＡＣ－１－１

ＯＡＣ－２

ＡＣ－１－１

ＡＣ－１－２ＡＣ－１－２ＡＣ－１－２

ＡＣ－１－２ ＡＣ－１－２ ＡＣ－１－２

ＡＣ－１－１

ＯＡＣ－１

ＯＡＣ－２

空調室外機基礎：２．２００×１．０００×２００Ｈ（建築工事）

空調室外機基礎：１．１００×６００×２００Ｈ（建築工事）

配管寸法表

記号

１

２

１５．９／２８．６

寸法

１２．７／２８．６

３

４

１２．７／２５．４

　９．５／２２．２

５

６

　９．５／１５．９

　６．４／１２．７

２５

４０

５

３４

１

１５５５

５
２

２４５５

５

６

６

５ ５

６

５

６

６

６６

６

浄化槽ブロアー基礎

１．４００×１．０００

×１００Ｈ（建築工事）

Ｒ

⑤

Ｄ

50

ＡＣ－１－１

５ ５

ＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｄ



２階平面詳細図（空調）　１：５０

バルコニー

号

神 谷 達 也

一 級 建 築 士 登 タ 第 ２ ９ ７ ２ ６ ０

平成１８年度庁舎分館（旧消防庁舎）耐震補強・改修工事（機械設備）

既存再利用室

倉庫１

倉庫２

±０

倉庫４

倉庫３

倉庫５

湯沸室

事務室

休憩室

＋１７０

男子便所

女子便所

９
０
０
０

８
５
５
０

１
７
５
５
０

２８００ ３２００ ９７００ ３３００

１９０００

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ１ ２ ３ ４

Ｙ１

Ｙ

Ｙ３

２

４８８５

４６２５ ４１２．５

２ＡＸ ５ １Ａ

２６０

Ｍ

１３

図 縮 製

変

日面 名 称 尺 作

更

年 月

設 製計 図承 認 設計グループ長備 考

機　械

１：５０
２階平面詳細図（空調）

Ａ Ｃ － ２ － １

配管寸 法表

記号

５

６

　 ９ ． ５ ／ １ ５ ． ９

寸法

　 ６ ． ４ ／ １ ２ ． ７

６

６６

６２ ５

４ ０４ ０

５ ０

Ｒ

６

Ｄ

50

５ ０ × 40

Ｒ
Ｒ

ＲＲ

Ｄ Ｄ

Ｒ
Ｒ


